
市税
107億7,461万円
（28.7%）

地方交付税
89億5,000万円
（23.9%）

市債
54億1,930万円
（14.5%）

国庫支出金
40億8,181万円
（10.9%）

県支出金
22億6,100万円
（6.0%）

繰入金
16億6,281万円（4.4%）

地方消費税交付金
16億4,000万円（4.4%）

諸収入
11億5,365万円（3.1%）

使用料及び手数料
3億9,837万円（1.1%）

分担金及び負担金
3億493万円（0.8%）
地方譲与税
2億9,340万円（0.8%）
その他
5億7,012万円（1.4%）

民生費
116億3,538万円
（31.0%）

総務費
68億7,313万円
（18.3%）

土木費
67億2,099万円
（17.9%）

公債費
32億8,110万円
（8.7%）

教育費
31億7,597万円
（8.6%）

農林水産業費
7億9,012万円（2.1%）

議会費
2億6,905万円（0.7%） 諸支出金

1億5,817万円（0.4%）
労働費
2,429万円（0.1%）
予備費
3,000万円（0.1%）消防費

13億2,079万円（3.5%）

商工費
8億3,230万円（2.2%）

衛生費
23億9,871万円（6.4%）

特集  わたしたちの市政

令和2年度
当初予算

未来応援 住みたいまち たつの
「子育てするならたつの市」

予算総額　657億  417万円（対前年度 11億1,521万円の増）

一般会計　375億1,000万円（対前年度 14億円の増）

　本市が直面する最大の課題である人口減少・少子高齢化を克服し、若者・子育て世代が住みたい、住み続けたいと思える活力
あるまちを創造するため、新たな時代を切りひらく予算調製をしました。
　子育て世代の経済的負担軽減として、助成制度の創設、放課後児童クラブの拡大等による育成支援を推進します。
　本庁舎整備事業等の大型投資的事業が本格化し、合併後最大の予算規模となりましたが、公営企業の抜本的改革として、令
和2年度からたつの市民病院の地方独立行政法人への移行、下水道事業が地方公営企業法を一部適用するほか、更なる行財政改
革を進め長期的な展望のもと行財政基盤の強化に取り組み持続可能な財政運営を行います。

主な用語解説
■市　　　税 皆さんに納めていただく税金

■地方交付税 財政力に応じて国から交付される
お金

■市　　　債 建設事業等に充てるための借入金

■国庫支出金 国が使途を特定して交付する資金

■県 支 出 金 県が使途を特定して交付する資金

■地方消費税
　交付金

地方消費税の一部を県から交付さ
れるお金

■使用料及び
　手数料

市の施設の使用料や住民票等の
交付手数料

■分担金及び
　負担金

事業にかかる経費の一部を受益
の程度に応じて利用者が負担する
お金

■そ　の　他 寄付金等

一般会計歳入一般会計歳出

特別会計　170億8,012万円企業会計　111億1,405万円
会計名 予算額 増減額 会計名 予算額 増減額

学校給食センター事業 6億8,435万円 9,221万円 後期高齢者医療事業 11億5,585万円 4,330万円
土地取得造成事業 6,701万円 △1,397万円 介護保険事業 69億1,480万円 2億4,688万円
揖龍公平委員会事業 79万円 △5万円 と畜場事業 5,000万円 —
国民健康保険事業 81億1,632万円 △5億6,374万円 病院事業債管理事業 9,100万円 皆増

会計名 予算額

水道事業
収入 14億9,431万円
支出 16億1,490万円

下水道事業
収入 75億7,351万円
支出 91億2,858万円

国民宿舎事業
収入 3億1,566万円
支出 3億7,057万円 ※令和２年度から、下水道事業、農業集落排水事業、前処理場事業は、地方公営企業法を一部適用したため、企業会計 

（下水道事業）に移行しています。
※本ページ内の表中数値については、表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。

※令和２年度から、病院事業は地方独立行政法人に
移行したため、削除しています。

市民1人あたり1年間に使われる予算491,870円はこのように使います

皆様からの税金はさまざまな事業に生かされています。

※令和２年１月31日現在の人口76,260人
を基に算出しています。また、円単位
未満は四捨五入しています。

市民1人あたりが
1年間に負担する税は？

141,287円
市民税（個人） 46,442円
市民税（法人） 10,148円
固定資産税 67,495円
軽自動車税 3,734円
市たばこ税 6,351円
都市計画税 7,100円
入湯税 17円

～令和2年度予算の重点～
◎新たな時代を担うひとづくり
　子育てに関する経済的負担の軽減や高齢者
を対象とした自動車の安全装置設置助成等を
実施します。
　・はつらつベビーまごころ便事業
　・祝入学支援事業
　・高齢者安全運転支援事業

◎新たな時代に調和したまちづくり
　交流人口拡大を図る貴重な地域資源を活用
した観光誘客や災害時の被害軽減を目的とし
た防災マップの更新等を行います。
　・観光誘客戦略事業
　・次世代モビリティ推進事業
　・防災マップ更新事業

◎新たな時代に適応した行政経営
　市民の利便性向上のための市税等のスマホ
決済導入や令和跨線橋開通に伴うコミュニティ
バスの新ルート設定等を行います。
　・モバイル決済推進事業
　・本庁舎・御津総合支所等複合施設整備事業
　・コミュニティバス等運行事業

その他

6,313円

公債費

市の借入金の
返済

43,025円

商工費

商工業の振興・
観光事業等

10,914円

土木費

道路･市営住宅
の建設や管理等

88,133円

教育費

教育・文化スポー
ツ施設の充実等

41,647円

民生費

社会福祉や生活
扶助等

152,575円

消防費

消防・救急・防
災等

17,320円

総務費

市役所の整備・
管理運営等

90,128円

衛生費

ゴミの清掃、保健
衛生、し尿処理等

31,454円

農林水産業費

かんがい排水や
ほ場の整備等

10,361円
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